
朱

器

と

饗

摂

大

関

は
じ
め
に

朱器大饗と摂陽（波漫）

筆
者
は
こ
れ
ま
で
大
臣
大
饗
に
つ
い
て
①
「
大
臣
大
饗
と
太
政
官
」

E
、
②
「
大

巨
大
饗
沿
革
考
」

E
を
公
表
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
「
大
臣
」
の
大
饗
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
「
摂
関
家
」
の
問
題
と
し
て
そ
の
性
格
や
歴
史
的
意
義
を
考
察
し
評
価
し

よ
う
と
す
る
こ
と
は
全
く
の
不
合
理
、
ま
た
は
関
心
が
大
饗
の
ご
く
一
部
分
に
偏
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
主
と
し
て
太
政
官
の
問
題
と
し
て
根
本
的
に
見
直
す
こ

と
を
試
み
た
。
そ
の
立
場
と
、
そ
の
考
察
か
ら
得
た
結
論
に
は
聯
か
の
迷
い
も
な
い

の
だ
が
、
さ
り
と
て
、
太
政
宮
や
宮
廷
社
会
の
な
か
で
摂
闘
が
他
の
公
卿
と
は
異
な

る
特
殊
な
地
位
に
あ
る
の
も
確
か
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
大
饗
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
を
問
う
こ
と
も
ま
た
、
無
意
味
で
は
な
い
。
大
臣
大
饗
と
摂
関
と
の
関

係
で
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
摂
関
の
地
位
と
密
着
し
た
藤
氏
長
者
が
行
う
大
饗

で
あ
る
「
朱
器
大
饗
」
が
あ
る
。
先
の
論
考
で
は
上
記
の
分
析
視
角
の
た
め
に
十
分

に
は
触
れ
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
「
朱
器
大
饗
」
に
つ
い
て
、

先
の
考
察
に
基
づ
く
新
た
な
大
巨
大
饗
の
認
識
枠
組
み
に
立
脚
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
み
た
い
。

朱
器
大
饗
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
岩
井
隆
次
氏
の
考
察
が
あ

る
T
E

そ
こ
で
は
、
朱
器
（
大
饗
に
使
用
す
る
朱
塗
り
の
酒
器
・
食
器
）
と
そ
れ
を

置
く
上
部
朱
塗
り
で
脚
部
黒
塗
り
の
台
盤
が
藤
氏
長
者
の
伝
家
の
重
宝
と
し
て
の
位

渡

漫

誠

置
づ
け
を
獲
得
す
る
の
は
兼
家
の
時
代
の
頃
、
一

O
世
紀
の
終
わ
り
と
み
ら
れ
る
こ

と
、
し
か
し
そ
れ
を
摂
関
家
の
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
他
の
重
宝
と
と
も
に
藤
氏
長
者
交

替
時
に
授
受
す
る
儀
式
が
始
ま
る
の
は
師
実
の
時
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

同
じ
く
師
実
の
時
か
ら
藤
氏
長
者
新
任
後
の
最
初
の
正
月
大
饗
で
必
ず
朱
器
台
盤
が

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
初
度
大
饗
を
「
朱
器
大
饗
」
と
呼
ん
だ
こ
と
、
道

長
が
土
御
門
第
の
火
災
に
際
し
て
朱
器
を
取
り
出
し
た
と
き
に
「
大
饗
朱
器
」
と
呼

ん
で
い
る
の
で
、
以
前
か
ら
藤
氏
長
者
の
大
饗
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ

が
、
師
実
以
前
に
特
に
そ
れ
を
特
別
扱
い
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
朱
器
大
饗
に
関
し
て
の
基
本
的
な
情
報
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
観
が

あ
り
、
こ
れ
以
上
の
考
察
は
屋
上
に
屋
を
架
す
よ
う
で
は
あ
る
が
、
朱
器
大
饗
の
事

例
の
見
落
と
し
も
あ
り
、
若
干
の
知
見
を
加
え
る
こ
と
は
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
上
島
享
氏
が
岩
井
氏
の
研
究
を
援
用
し
て
、
朱
器
大
饗
を
含
む
藤
氏
長
者
就
任

儀
礼
の
開
始
を
、
摂
闘
が
王
権
の
一
翼
を
担
う
国
政
上
の
地
位
の
確
立
を
示
す
と
論

じ
て
い
る
が

E
、
朱
器
大
饗
を
摂
関
家
の
確
立
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
権
威
を
象
徴
す

る
儀
礼
と
し
て
意
義
付
け
る
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
朱
器
大
饗
だ
け
を
見
て

い
て
も
判
断
で
き
な
い
。
前
提
と
し
て
、
他
の
大
巨
大
饗
や
前
後
の
時
代
の
あ
り
方

も
含
め
た
大
巨
大
饗
全
体
の
な
か
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
う
え
で
本
稿
で
は
、
朱
器
大
饗
を
当
該
期
の
政
治
構
造
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ

と
を
試
み
て
み
た
い
。
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朱
器
大
聾
の
具
体
像

朱
器
大
饗
の
事
例

ま
ず
、
朱
器
大
饗
の
事
例
を
確
認
し
て
い
こ
う
（
｛
｝
は
表
1
事
例
番
号
）
。

「
朱
器
大
饗
」
の
呼
称
の
初
見
は
岩
井
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、
頼
長
が
自
身
の

「
朱
器
初
度
大
饗
」
【
叩
】
の
先
例
と
し
た
承
保
三
（
一

O
七
六
）
年
正
月
十
九
日
の

師
実
の
「
朱
器
初
度
大
饗
」
【
3
｝
で
あ
る
。
『
江
家
次
第
』
巻
二
・
正
月
・
大
臣
家

大
饗
に
「
近
代
任
大
臣
明
年
正
月
行
レ
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
正
月
大

臣
大
饗
は
大
臣
任
命
の
翌
年
に
の
み
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
以
下
に
述
べ
て
い

く
よ
う
に
関
白
就
任
の
翌
年
に
も
行
っ
た
。
こ
の
師
実
の
正
月
大
饗
は
、
前
年
の
承

保
二
年
十
月
に
藤
氏
長
者
・
関
白
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

師
実
は
承
保
三
年
に
続
い
て
寛
治
三
（
一

O
八
九
）
年
に
も
、
前
年
の
太
政
大
臣

就
任
を
受
け
て
正
月
大
饗
を
行
っ
て
い
る
【

4
｝
。
『
後
二
条
師
通
記
』
に
は
前
日
に

朱
器
台
盤
が
東
三
条
第
の
大
饗
の
座
に
置
か
れ
た
こ
と
が
み
る
。
『
後
二
条
師
通
記
』

で
は
こ
れ
を
特
に
「
朱
器
大
饗
」
と
呼
ん
だ
よ
う
に
は
み
え
な
い
が
、
『
中
右
記
』
で

は
「
朱
器
大
饗
」
と
呼
ん
で
い
る
。
承
保
三
年
の
事
例
【

3
】
は
後
世
に
先
例
と
し

て
述
べ
た
も
の
だ
か
ら
、
同
時
代
史
料
で
「
朱
器
大
饗
」
の
名
称
が
み
え
る
の
は
、

こ
の
『
中
右
記
』
寛
治
三
年
正
月
廿
一
日
条
が
初
見
で
あ
る
。

嘉
保
元
（
一

O
九
四
）
年
に
師
実
の
あ
と
を
受
け
て
関
白
・
藤
氏
長
者
と
な
っ
た

師
通
も
、
そ
の
翌
年
の
嘉
保
二
年
正
月
十
九
日
に
賀
陽
院
で
「
朱
器
大
饗
」
を
行
っ

た
こ
と
が
『
中
右
記
』
に
み
え
る
。

天
承
元
（
一
二
ニ
一
）
年
正
月
十
九
日
に
東
三
条
第
で
行
わ
れ
た
忠
通
の
正
月
大

饗
も
『
長
秋
記
』
に
「
朱
器
」
の
注
記
が
あ
り
、
後
世
の
『
御
遊
抄
』
大
医
大
饗
御

遊
付
関
白
朱
器
も
こ
れ
を
「
関
白
朱
器
大
饗
」
と
伝
え
る
【

8
】
。
こ
れ
は
二
年
前
の

大
治
四
（
一
一
二
九
）
年
の
関
白
就
任
後
初
め
て
の
正
月
大
饗
で
あ
る
。
忠
通
は
、

保
安
二
（
一
三
二
）
年
三
月
五
日
に
関
白
・
藤
氏
長
者
と
な
り
、
そ
の
後
に
保
安

1 
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朱器大饗と摂関（渡漫）

四
年
正
月
二
十
八
日
に
摂
政
、
さ
ら
に
大
治
三
年
十
二
月
十
七
日
に
太
政
大
臣
と
な

っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
翌
年
正
月
に
大
饗
を
行
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
藤

氏
長
者
と
な
っ
て
以
後
の
史
料
で
確
認
で
き
る
忠
通
の
正
月
大
饗
の
事
例
は
、
天
承

元
年
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

久
安
六
（
一
一
五

O
）
年
九
月
、
忠
実
は
忠
通
に
対
し
て
摂
政
の
地
位
を
頼
長
に

譲
る
よ
う
迫
っ
て
拒
否
さ
れ
る
と
、
糠
為
義
ら
家
人
武
士
に
命
じ
て
東
三
条
第
の
倉

を
こ
じ
開
け
、
渡
荘
券
や
朱
器
台
盤
な
ど
氏
長
者
の
象
徴
と
氏
長
者
の
地
位
を
剥
奪

し
て
頼
長
に
付
し
た
【
9
｝
。
こ
う
し
た
摂
関
家
の
内
紛
に
対
し
て
鳥
羽
院
は
、
十
二

月
に
忠
通
を
関
自
に
、
翌
仁
平
元
（
一
一
五
一
）
年
正
月
に
頼
長
を
内
覧
に
任
じ
て

調
整
を
図
っ
た
。
『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
正
月
廿
六
日
条
に
「
去
々
年
九
月
廿
六
日
推

1
受
氏
長
者
一
、
去
年
正
月
十
日
蒙
て
内
覧
宣
旨
一
、
彼
両
事
之
後
、
且
依
＋
先
例
、
今

年
被
レ
行
二
朱
器
大
饗
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
頼
長
は
忠
通
に
対
抗
し
て
関
自
に
準

じ
て
藤
氏
長
者
・
内
覧
と
し
て
朱
器
大
饗
を
行
っ
た
。
『
ム
ロ
記
』
で
は
こ
れ
を
「
朱
器

初
度
大
饗
」
と
表
現
す
る
｛
叩
】
。

次
に
「
朱
器
大
饗
」
と
明
記
さ
れ
た
大
饗
は
承
安
元
（
一
一
七
二
年
正
月
十
九

日
の
基
房
の
大
饗
で
あ
る
｛
日
】
。
基
房
は
、
仁
安
元
（
一
一
六
六
）
年
七
月
に
摂
政

・
藤
氏
長
者
に
な
っ
た
あ
と
、
嘉
応
一
一
（
一
一
七

O
）
年
十
二
月
に
太
政
大
臣
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
翌
年
正
月
に
朱
器
大
饗
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と

っ
て
、
こ
れ
が
藤
氏
長
者
と
な
っ
て
初
め
て
行
う
正
月
大
饗
で
あ
っ
た
。

基
一
一
は
、
さ
ら
に
承
安
三
（
一
一
七
一
二
）
年
に
も
正
月
大
饗
を
行
っ
た
よ
う
で
、

こ
れ
を
『
御
遊
抄
』
は
「
関
白
朱
器
」
と
し
て
い
る
｛

M
］
。
前
年
十
二
月
の
関
白
就

任
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
御
遊
抄
』
の
記
事
は
「
嘉
応
二
・
十
二
・
十

四
、
太
政
大
臣
〈
基
房
ご
の
任
大
医
大
饗
の
事
例
に
続
け
て
「
同
三
・
正
・
十
一
一
一
、

関
白
朱
器
」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
を
素
直
に
読
む
と
嘉
応
三
年
H
承
安
元
年
の

事
例
に
見
え
る
が
、
承
安
元
年
の
基
房
の
大
饗
は
上
述
の
よ
う
に
十
九
日
な
の
で
日

付
が
合
わ
な
い
し
、
そ
の
と
き
は
摂
政
で
あ
っ
て
関
白
で
は
な
い
。
承
安
三
年
の
誤

り
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
元
久
二
三
二

O
五
）
年
に
藤
原
良
経
が
翌
年
正
月
の
大
饗
開
催
の
た

め
に
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
注
文
が
九
条
家
本
『
除
目
抄
』
（
春
除
目
抄
）
第
一
紙

背
文
書
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
標
題
が
「
朱
器
大
饗
雑
事
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

E
【
げ
】
。
こ
れ
に
は
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
朱
器
台
盤
の
様
態
も

詳
し
く
、
朱
器
は
総
数
二

O
一
個
（
花
形
を
有
す
る
も
の
が
一

O
て
な
い
も
の
が

一
O
O）
、
台
盤
は
尊
者
料
人
別
二
脚
（
一
二
尺
了
納
言
参
議
料
二
一
脚
・
非
参
議
大

弁
料
一
脚
・
弁
少
納
言
料
四
脚
（
以
上
四
尺
）
・
外
記
史
料
二
脚
（
八
尺
）
の
計
一
九

脚
以
上
（
尊
者
料
が
「
人
別
」
と
あ
る
）
で
あ
っ
た
。
岩
井
氏
が
取
り
上
げ
た
『
中

右
記
』
嘉
保
元
年
三
月
十
一
日
条
の
「
朱
大
盤
廿
七
〈
此
中
八
尺
長
二
、
四
方
六
、

小
大
盤
十
九
、
：
・
ご
と
い
う
記
事
と
の
対
応
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
八
尺
の
長
さ

の
大
台
盤
二
脚
は
両
史
料
で
一
致
し
て
い
て
、
『
除
目
抄
』
に
あ
る
よ
う
に
外
記
・
史

の
配
膳
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
除
目
抄
』
の
納
言
参
議
料
一
二
脚
は
、
『
中
右

記
』
で
六
脚
と
さ
れ
る
方
形
の
も
の
と
は
対
応
し
な
い
か
ら
、
小
台
盤
一
九
脚
に
含

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
じ
四
尺
と
『
除
目
抄
』
に
あ
る
非
参
議
大
弁
料
と
弁
少

納
言
料
の
合
計
五
脚
も
同
様
に
小
台
盤
一
九
脚
に
含
ま
れ
る
と
み
る
と
、
尊
者
料
の

三
尺
の
台
盤
は
『
中
右
記
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
四
方
六
」
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
、

三
人
分
の
方
形
の
台
盤
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
『
中
右
記
』
に
よ
れ
ば
台
盤
を
人
夫

が
運
ぶ
順
番
は
「
先
四
方
六
、
次
小
大
盤
十
九
、
次
八
尺
二
」
だ
か
ら
、
尊
者
料
↓

公
卿
・
弁
・
少
納
言
料
↓
外
記
・
史
料
と
貴
賓
者
用
の
も
の
か
ら
順
に
並
ぶ
こ
と
に

な
り
、
以
上
の
想
定
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
『
中
右
記
』
と
『
除
目

抄
』
と
で
は
後
者
の
ほ
う
が
小
台
盤
が
二
脚
足
り
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
朱
器
等
に

も
不
足
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
年
・
を
経
て
い
つ
し
か
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

管
見
に
入
っ
た
「
朱
器
大
饗
」
や
そ
れ
に
準
じ
た
呼
称
を
明
記
す
る
事
例
は
以
上

の
八
例
で
あ
る
。
な
お
、
岩
井
氏
は
藤
氏
長
者
新
任
後
最
初
の
初
度
大
饗
を
特
に

「
朱
器
大
饗
」
と
言
っ
た
と
し
た
が
、
初
度
で
な
く
と
も
「
朱
器
大
饗
」
と
言
っ
た

事
例
が
寛
治
三
年
の
師
実
大
饗
、
承
安
三
年
の
基
房
大
饗
と
確
認
で
き
る
（
岩
井
氏

も
寛
治
三
年
師
実
大
饗
の
事
例
は
拾
っ
て
い
る
が
、
当
日
の
記
事
に
「
朱
器
大
饗
」
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2 0 1 2 

大饗開催日 長者 正月 ｛壬 典 拠

承平6(936) .8.19 忠平 机・様器 初任大臣大饗雑例・西宮記・北山抄

2 天慶6(943) .1.10 忠平 様器 西宮記

3 永砕 1(989) .12.20 兼家 机 初任大巨大饗雑例

4 寛仁 1(1017) .12.4 道長 机 御堂関白記・小右記・左経記

5 万寿2(1025) .1.20 頼通 大盤 左経記く1.19>

6 延久2(1070) .3.23 教通 机

7 承保3(1076) . 1. 19 師実 朱器 台記〈仁平 2.1. 26> 

8 寛治2(1088) .12.14 師実 机 中右記・初任大巨大饗雑例

9 寛治3(1089) . 1. 22 師実 朱器・台盤 後二条師通記く1.21> 

10 嘉保2(1095) . 1. 19 師通 朱器 中右記

11 嘉承2(1107) .1.19 忠実 朱漆台盤 中右記

12 天永3(1112) .12.14 忠実 机 殿謄・中右記

13 永久 1(1113) .1.16 忠実 大盤 殿暦・長秋記

14 天承 1(1131) . 1.19 忠通 朱器 長秋記・御遊抄

15 仁平2(1152) .1.26 頼長 朱器・台盤 台記

16 久寿2(1155) .1.21 頼長 台盤 兵範記

17 平治 1(1159) .l.22 基実 机 九条家本除目抄紙背文書

18 ~安 1 (1171) . 1. 19 基房 朱器 玉菜

19 承安3(1173).1.13 基房 朱器 御遊抄

20 文治5(1189) .12.14 兼実 机 玉葉

21 7C久 1( 1204) .12.14 良経 机 殿百己

22 建永 1(1206) . 1.ー 良経 朱器・台盤 九条家本除目抄紙背文書

第 4号

【表2］藤氏長者の大饗における朱器・台盤／机・様器の使用例

史人

と
明
記
し
な
い
『
後
二
条
師
通
記
』
の
み
で
『
中
右
記
』
の
記
事
を
見
落
と
し
た
た

め
「
朱
器
大
饗
」
と
み
な
す
の
を
購
賭
し
た
の
だ
ろ
う
か
）
。
次
に
述
べ
る
『
江
家
次

第
』
の
裏
書
の
記
述
か
ら
も
、
「
朱
器
大
饗
」
を
特
に
初
度
に
限
る
必
要
は
な
い
。

藤
氏
長
者
の
大
聾
に
お
け
る
朱
器
台
盤
の
使
用
の
有
無

朱
器
大
饗
が
藤
氏
長
者
新
任
後
最
初
の
も
の
に
限
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
大
臣
大

饗
に
朱
器
台
盤
が
使
用
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
と
い
う
こ
と
が
再
び
問
題

と
な
る
。
「
朱
器
大
饗
」
と
書
か
れ
た
事
例
以
外
に
こ
れ
を
考
え
る
材
料
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
『
江
家
次
第
』
巻
二
・
正
月
・
大
臣
家
大
饗
の
裏
書
に
「
藤
氏
長
者
朱
器
台
盤

：
・
正
月
大
饗
用
－
此
器
一
也
、
自
余
大
臣
大
饗
用
二
赤
木
黒
柿
机
・
様
器
等
一
」
と
あ
る
。

朱
器
山
口
盤
を
使
わ
な
い
場
合
は
赤
木
・
黒
柿
の
机
と
様
器
を
使
う
と
い
う
。
具
体
例

で
は
例
え
ば
『
吏
部
王
記
』
逸
文
（
い
ず
れ
も
『
西
宮
記
』
所
引
）
承
平
六
（
九
三

六
）
年
八
月
十
九
日
条
に
「
依
レ
次
座
定
、
立
レ
机
備
レ
饗
、
参
議
巳
上
用
二
黒
柿
牙
象

机
・
貸
薦
－
、
弁
・
少
納
言
用
支
佐
木
机
一
、
無
レ
薦
〈
以
上
用
一
様
器
〉
、
其
尊
者

用
両
案
、
史
・
外
記
用
－
楊
足
机
一
〈
用
一
土
器
一
〉
」
〈
忠
平
任
太
政
大
臣
大
饗
）
、
天

慶
八
（
九
四
五
）
年
正
月
五
日
条
に
「
尊
者
座
以
一
一
赤
木
机
四
前
号
、
参
議
己
上
以
一
一

黒
柿
机
三
前
〈
対
座
〉
、
弁
・
少
納
言
、
演
椿
二
前
、
・
：
外
記
・
史
座
、
机
用
二
楊

足
一
云
々
」
（
右
大
臣
実
頼
正
月
大
饗
）
、
天
暦
二
（
九
四
八
）
年
正
月
五
日
条
に

「
周
二
机
・
様
器
〈
公
卿
赤
木
、
弁
・
少
納
言
及
壇
下
用
一
黒
柿
〉
」
（
右
大
臣
師
輔

正
月
大
饗
）
と
あ
る
。
朱
器
だ
け
に
注
目
せ
ず
、
儀
式
次
第
の
な
か
に
記
さ
れ
た
台

盤
や
机
、
様
器
に
着
目
す
る
こ
と
で
朱
器
台
盤
の
使
用
の
有
無
を
確
認
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
藤
氏
長
者
が
行
っ
た
任
大
臣
大
饗
・
正
月
大
饗
の
事
例
か
ら
、

こ
れ
ら
の
使
用
状
況
が
知
ら
れ
る
事
例
を
収
集
整
理
す
る
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る

（
ゴ
チ
ッ
ク
は
表
1
と
重
複
す
る
事
例
、
内
出
は
表
2
事
例
番
号
）
。

な
お
、
留
意
点
と
し
て
、
九
条
家
本
『
除
目
抄
』
紙
背
文
書
に
よ
れ
ば
、
台
盤
は

尊
者
以
下
の
料
で
あ
り
、
朱
器
大
饗
で
も
主
人
・
親
王
・
一
世
源
氏
に
は
赤
木
や
支

佐
木
の
机
が
使
わ
れ
た
の
で
、
た
と
え
「
机
」
が
史
料
中
に
見
え
て
も
、
こ
れ
が
主

2 
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朱器大饗と摂関（渡漫）

人
料
な
ど
で
あ
れ
ば
、
台
盤
不
使
用
の
事
例
と
み
な
せ
ず
、
除
外
し
て
い
る
。

表
2
を
一
見
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
任
大
医
大
饗
に
朱
器
台
盤
が
使
用
さ
れ
た
事

例
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
師
実
の
場
合
、
上
述
の
よ
う
に
承
保
二

（一

O
七
五
）
年
十
月
に
藤
氏
長
者
と
な
っ
て
朱
器
台
盤
渡
り
の
儀
礼
を
行
っ
た
後

【
2
】
、
承
保
三
年
内
7
M
・
寛
治
三
（
一

O
八
九
）
年
内
9
凶
と
正
月
大
饗
で
朱
器

台
盤
を
使
用
し
な
が
ら
、
そ
の
聞
の
寛
治
二
年
の
任
太
政
大
臣
大
饗
で
は
尊
者
以
下

に
台
盤
で
は
な
く
机
を
使
用
し
て
い
る
内
8
日
。

一
方
、
「
朱
器
大
饗
」
と
い
う
名
称
が
見
え
な
か
っ
た
忠
実
の
事
例
で
も
、
嘉
承
二

（一一

O
七
）
年
内
H
〕
・
永
久
一
冗
（
一
一
一
一
二
）
年
内
日
凶
の
正
月
大
饗
は
「
朱
漆

台
盤
」
「
大
盤
」
の
使
用
が
確
認
で
き
る
（
台
盤
が
朱
漆
塗
り
だ
っ
た
こ
と
は
、
九
条

家
本
『
除
目
抄
』
紙
背
文
書
で
確
認
で
き
る
）
。
久
寿
二
（
一
一
五
五
）
年
の
頼
長
の

正
月
大
饗
内
同
日
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
頼
長
の
大
饗
は
例
外
的
な
も
の
だ
が
（
本

稿
冒
頭
掲
出
拙
稿
①
八
五
頁
・
②
一
八
頁
参
照
）
、
忠
実
の
事
例
は
「
朱
器
大
饗
」
の

称
が
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
朱
器
大
饗
と
み
て
問
題
の
な
い
も
の

で
あ
る
。
九
条
家
本
『
除
目
抄
』
紙
背
文
書
は
先
例
に
基
づ
い
て
朱
器
大
饗
の
用
途

を
整
理
し
た
注
文
だ
が
、
そ
の
主
た
る
先
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
寛
治
三
年
（
師

実
）
【
4
｝
・
嘉
承
二
年
（
忠
実
）
円
H
M
・
天
永
四
年
（
H
永
久
元
年
、
忠
実
）

内
日
出
・
大
治
六
年
（
H

天
承
元
年
、
忠
通
）
【

8
7
嘉
応
三
年
（
U
承
安
元
年
、

基
房
）
【
日
｝
の
正
月
大
饗
は
全
て
朱
器
大
饗
と
み
な
し
て
よ
い
。

で
は
、
正
月
大
饗
に
朱
器
台
盤
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
何
時
か
ら
か
。
上

記
の
よ
う
に
「
朱
器
大
饗
」
と
い
う
呼
び
方
の
初
見
は
師
実
の
事
例
だ
が
、
長
和
五

（一

O
二
ハ
）
年
七
月
二
十
一
日
に
土
御
門
第
が
焼
亡
し
た
際
に
「
大
饗
朱
器
」
を

取
り
出
さ
せ
た
こ
と
が
『
御
堂
関
白
記
』
に
み
え
る
こ
と
は
【
1
円
す
で
に
岩
井
氏

が
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
例
と
し
て
も
、
『
左
経
記
』
万
寿
二
（
一

O
二
五
）

年
正
月
十
九
日
条
に
、
翌
日
の
頼
通
の
正
月
大
饗
の
た
め
の
装
束
に
当
た
り
「
立
二

大
盤
等
一
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
使
用
が
確
認
で
き
る
円
5
日
。
こ
の
大
饗
は
何
ら
特
殊

な
事
例
で
は
な
い
毎
年
正
月
に
行
わ
れ
る
通
例
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
毎
年

の
正
月
大
饗
に
朱
器
台
盤
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
以
前
に
は
台
盤
の
使
用
例
は
確
認
で
き
ず
、
む
し
ろ
天
慶
六
（
九
四
三
）

年
の
忠
平
の
正
月
大
饗
で
は
朱
器
で
は
な
く
様
器
を
使
用
し
て
い
る
？
，
品
。
し
か
し

こ
れ
は
、
『
西
宮
記
』
正
月
・
医
家
大
饗
所
引
き
『
吏
部
王
記
』
天
慶
六
年
正
月
十
日

条
に
「
皆
周
二
歳
菜
－
元
一
一
魚
鳥
＼
盛
用
一
…
様
器
一
」
と
あ
る
も
の
で
、
『
九
条
殿
記
』

同
日
条
に
よ
れ
ば
本
来
の
式
日
の
正
月
四
日
が
御
物
忌
に
当
た
り
十
日
に
順
延
し
た

結
果
、
御
斎
会
の
期
間
中
と
な
っ
た
た
め
に
精
進
物
で
質
素
に
執
り
行
っ
た
大
饗
で
、

『
吏
部
王
記
』
は
そ
の
通
常
と
は
異
な
る
様
子
を
特
記
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
む

し
ろ
普
段
は
様
器
と
は
違
う
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
江
家
次
第
』
巻
二
・
正
月
・
大
臣
家
大
饗
の
裏
書
に
「
藤
氏
長
者
朱
器
台
盤
、
関

院
左
大
臣
冬
嗣
公
御
物
」
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
や
は
り
朱
器
で
あ
ろ
う
。
大
饗
成

立
の
早
い
時
期
か
ら
一
貫
し
て
、
藤
氏
長
者
の
正
月
大
饗
で
は
朱
器
台
盤
が
使
用
さ

れ
、
そ
れ
以
外
は
机
・
様
器
が
利
用
さ
れ
て
い
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。

な
お
、
九
条
家
本
『
除
目
抄
』
紙
背
文
書
「
朱
器
大
饗
雑
事
」
に
は
「
保
元
」
の

大
饗
で
は
公
卿
に
赤
木
机
が
、
上
官
に
保
々
木
机
が
使
用
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
文

書
が
先
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
主
と
し
て
藤
氏
長
者
に
よ
る
正
月
大
饗
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
「
保
元
」
も
保
元
四
年
（
H
平
治
元
〔
一
一
五
九
〕
年
）
正
月
二
十
二

日
に
前
年
の
関
白
・
氏
長
者
就
任
を
受
け
て
行
わ
れ
た
基
実
の
正
月
大
饗
と
考
え
ら

れ
る
が

E
円
打
】
、
同
文
書
に
は
「
保
元
諸
国
不
足
事
多
、
被
レ
宛
一
一
御
庄
々
一
」
と
あ

っ
て
、
本
来
は
諸
国
所
課
で
賄
う
べ
き
料
物
の
多
く
を
荘
園
所
課
と
す
る
な
ど
の
急

場
し
の
ぎ
の
措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
八
月
九
日
条

に
「
諸
国
所
課
、
云
一
禄
物
～
、
一
戸
召
物
、
難
レ
存
二
永
久
吉
例
一
、
造
内
裏
弁
大
神

宝
以
下
朝
家
大
事
重
畳
、
例
経
－
奏
聞
一
、
各
被
ニ
減
定
一
了
」
と
あ
る
同
十
九
日
の

基
実
任
右
大
医
大
饗
と
同
様
の
事
情
で
あ
っ
て

E
、
そ
の
た
め
に
例
外
的
に
朱
器
大

饗
の
盛
儀
と
し
て
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

料
理
に
精
進
物
を
用
い
た
り
、
経
費
を
倹
約
し
た
り
し
た
大
饗
の
場
合
に
朱
器
台

盤
を
使
用
し
な
い
こ
と
は
、
そ
の
大
饗
を
略
式
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
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朱
器
台
盤
を
使
用
し
な
い
任
大
巨
大
饗
が
、
母
屋
で
は
な
く
廟
を
使
用
し
、
蘇
甘
栗

使
の
派
遣
も
な
い
と
い
っ
た
点
で
正
月
大
饗
の
略
儀
の
性
格
を
持
つ
こ
と
と
同
様
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
正
月
大
饗
の
開
催
期
日
が
藤
原
穏
子
の
死
去
に
と
も

な
っ
て
本
来
の
正
月
四
日
・
五
日
か
ら
中
旬
に
繰
り
下
が
っ
て
以
後
、
さ
ら
に
下
旬

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
御
斎
会
の
期
間
中
は
精
進
物
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
を
避
け
る
た
め
と
考
え
た
拙
稿
②
の
想
定
を
補
強
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

い
つ
ま
で
も
正
月
大
饗
を
略
式
の
ま
ま
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

2 0 1 2 

3

「
朱
器
大
饗
」
の
成
立

早
く
か
ら
一
貫
し
て
藤
氏
長
者
の
正
月
大
饗
で
は
朱
器
台
盤
が
使
用
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
な
ら
（
遅
く
と
も
道
長
・
頼
通
期
に
は
確
実
）
、
あ
ら
た
め
て
「
朱
器

大
饗
」
と
特
別
祝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
師
実
の
時
期
か
ら
で
あ
る
こ
と
の
意
味

が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

拙
稿
②
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
太
政
官
の
儀
礼
で
あ
る
正
月
の
大
巨
大
饗
は

十
世
紀
末
ま
で
は
各
大
臣
が
毎
年
行
っ
て
い
た
が
、
道
長
執
政
期
以
後
は
普
通
の
大

臣
は
大
臣
に
新
任
さ
れ
た
翌
年
の
正
月
（
ま
た
は
何
年
か
後
）
に
一
度
だ
け
開
催
す

る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
の
正
月
大
饗
は
太
政
官
の
首
班
（
摂
関
）
の
大
臣
一
人
だ
け

が
行
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
太
政
官
首
班
に
よ
る
毎
年
正
月
の
大
饗
は
、
道
長
・
頼

通
・
教
通
と
確
認
さ
れ
る
が
、
後
三
条
朝
に
入
る
と
財
政
再
建
の
な
か
で
整
理
対
象

と
な
っ
て
姿
を
消
す
。
以
後
は
、
『
江
家
次
第
』
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
医
大
饗
は

摂
関
そ
の
他
の
区
別
な
く
全
て
の
公
卿
が
大
臣
初
任
時
（
お
よ
び
太
政
大
臣
新
任

時
）
と
そ
の
翌
年
（
ま
た
は
何
年
か
後
）
の
正
月
（
関
白
任
命
の
翌
年
を
含
む
）
に

行
う
だ
け
と
な
る
。
そ
し
て
、
太
政
官
首
班
に
よ
る
毎
年
の
正
月
大
饗
が
消
滅
す
る

の
と
契
機
す
る
よ
う
に
、
「
朱
器
大
饗
」
の
呼
称
が
史
料
上
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
摂
関
が
大
臣
を
代
表
し
て
行
う
大
饗
が
な
く
な
り
、
大
饗
開
催
の
面
で

の
他
の
公
卿
と
の
違
い
が
な
く
な
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
あ
ら
た
め
て
摂
関
と

他
の
公
卿
と
を
差
異
化
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
は
た
ら
い
て
、
そ
れ
ま
で
は
さ
ほ
ど

第 4号史人

注
意
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
朱
器
台
盤
の
使
用
と
い
う
事
実
が
特
に
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
藤
氏
長
者
（
摂
関
）
の
正
月
大
饗
を
「
朱
器
大
饗
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
る
の
で
あ
る
。
師
実
の
と
き
か
ら
「
朱
器
大
饗
」
の
称
が
現
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、

朱
器
台
盤
の
使
用
は
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
大
饗
の
内
容
そ

れ
自
体
に
は
何
の
変
化
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
上
島
享
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
中
世
的
な
摂
関
家
の
特
別
な
地
位
が

確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
新
た
な
儀
礼
と
し
て
朱
器
大
饗
が
生

ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
摂
関
の
特
別
な
地
位
を
表
象
す
る
大
饗
は
そ
れ

以
前
に
こ
そ
あ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
、
「
朱
器
大
饗
」
と
特
別
祝
さ
れ
る
契

機
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
朱
器
大
饗
を
中
世
摂
関
家
の
権
威
の
表
象
と
み
る
の
も
ど
う

だ
ろ
う
か
。
拙
稿
②
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
期
に
な
る
と
大
臣
大
饗
は
任
大
臣
大

饗
の
み
と
な
り
、
正
月
大
饗
は
良
経
の
大
饗
【
打
】
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
一
切
な

く
な
る
。
正
月
大
饗
が
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
当
然
、
朱
器
大
饗
も
存
在
し
な
い
。

レ
ガ
リ
ア
と
し
て
の
朱
器
台
盤
の
存
在
は
と
も
か
く
、
ほ
ぽ
院
政
期
に
し
か
存
在
し

な
い
特
別
祝
さ
れ
た
「
朱
器
大
饗
」
を
中
世
摂
関
家
の
権
威
の
表
象
と
み
な
す
こ
と

に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
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摂
聞
の
政
治
的
地
位
と
朱
器
大
饗

摂
関
が
大
臣
の
代
表
と
し
て
の
地
位
で
行
っ
て
き
た
大
饗
が
後
三
条
天
皇
の
主
導

す
る
財
政
政
策
の
な
か
で
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
藤
氏
長
者
の
朱
器
台
盤
の

使
用
が
他
の
公
卿
の
大
饗
と
区
別
す
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
「
摂
関
政
治
」
か
ら
「
院
政
」
へ
と
い
う
政
治
構
造
の
変
化
の
な
か
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
現
象
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
の
移
行
を
、
摂
関
の
有
し
た
政
治
的
役
割
の
院
に
よ
る
否

定
・
抑
圧
、
そ
れ
に
よ
る
摂
関
家
の
衰
退
と
い
う
権
力
闘
争
の
結
果
と
し
て
描
く
こ

と
は
、
現
在
の
研
究
の
到
達
点
か
ら
見
れ
ば
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ん
と
な
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れ
ば
、
摂
関
が
天
皇
輔
弼
の
置
と
し
て
国
家
意
志
の
決
定
に
参
与
し
た
こ
と
は
摂
関

期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
の
国
政
上
の
地
位
・
役
割
や
権
威

を
全
一
く
喪
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
院
政
期
は
、
外
戚
の
立
場
を
離
れ
て
そ

の
政
治
的
地
位
を
独
自
に
継
承
す
る
「
摂
関
家
」
の
確
立
期
と
も
さ
れ
る
。
で
は
、

院
政
期
の
摂
閣
の
役
割
と
区
別
さ
れ
る
「
摂
関
政
治
」
と
は
ど
の
よ
う
に
認
識
す
べ

き
か
。
以
下
、
「
摂
関
政
治
」
「
院
政
」
に
つ
い
て
の
私
見
を
概
述
し
て
お
き
た
い

（
あ
く
ま
で
概
括
で
あ
っ
て
、
細
か
な
変
遷
・
粁
余
曲
折
に
は
目
を
つ
む
る
）
。

下
向
井
龍
彦
氏
は
、
河
内
祥
輔
氏
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
院
権
力
の
根
源
を
皇
位

継
承
の
決
定
権
に
求
め
た

E
o
こ
れ
を
摂
関
期
に
も
敷
街
す
る
な
ら
、
河
内
祥
輔
氏

が
摂
関
期
の
皇
位
継
承
に
つ
い
て
、
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
天
皇
が
皇
統
を
作
る
資

格
を
有
す
る
こ
と
で
特
定
さ
れ
た
外
戚
家
と
し
て
藤
原
氏
が
皇
位
継
承
シ
ス
テ
ム
に

組
み
込
ま
れ
、
皇
位
継
承
が
摂
関
と
い
う
貴
族
の
ト
ッ
プ
の
決
定
に
連
絡
し
て
い
た

と
す
る
議
論
が
注
意
さ
れ
る
E
E

外
甥
・
外
孫
を
立
太
子
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
た
藤

原
氏
主
流
の
血
統
の
貴
族
が
次
代
の
摂
関
の
地
位
を
担
い
、
あ
る
い
は
時
の
摂
関
と

外
戚
関
係
に
あ
る
皇
子
が
立
太
子
す
る
こ
と
で
皇
位
継
承
が
決
ま
る
。
摂
関
期
に
、

皇
位
よ
り
も
む
し
ろ
、
摂
関
の
地
位
を
め
ぐ
る
政
争
が
目
立
つ
の
は
、
皇
位
継
承
が

摂
関
の
継
承
と
連
動
し
、
摂
闘
が
貴
族
の
ト
ッ
プ
と
し
て
天
皇
を
擁
護
す
る
体
制
が

形
成
さ
れ
て
い
て
、
権
力
闘
争
の
焦
点
が
摂
関
の
地
位
に
集
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

う
し
た
体
制
が
生
ま
れ
る
分
水
嶺
は
承
和
の
変
に
あ
る
。

奈
良
時
代
の
皇
位
継
承
は
天
武
直
系
（
草
壁
！
文
武

i
聖
武
）
の
継
承
を
女
帝
が

中
継
ぎ
す
る
こ
と
で
実
現
す
る
皇
位
継
承
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
そ
の
血
統
の
皇
子
が
途

絶
し
た
こ
と
で
皇
位
を
得
た
淳
仁
は
、
他
戸
親
王
の
誕
生
に
よ
っ
て
再
び
天
武
直
系

プ
ラ
ン
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
、
孝
謙
上
皇
に
よ
っ
て
天
皇
と
し
て
の
権
限
の
大
部

分
を
接
収
さ
れ
8
、
浮
仁
を
支
持
す
る
藤
原
仲
麻
呂
の
反
乱
の
帰
結
と
し
て
皇
位
を

廃
さ
れ
た
。
薬
子
の
変
も
、
弟
の
嵯
峨
に
皇
位
を
譲
っ
て
い
た
平
城
上
皇
が
皇
権
を

再
び
行
使
し
よ
う
と
し
て
「
ニ
所
朝
廷
」
の
様
相
を
現
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
雌
腔

峨
天
皇
側
が
機
先
を
制
し
て
平
城
の
側
近
を
失
脚
さ
せ
る
こ
と
で
権
限
を
一
元
化
し

た
事
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
政
争
は
と
も
に
直
接
皇
権
を
焦
点
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
嵯
峨
は
仁
明
・
淳
和
両
統
を
迭
立
さ
せ
た
皇
位
継
承
プ
ラ
ン
を
立
案

し
、
上
皇
と
し
て
天
皇
の
地
位
を
擁
護
し
た
。
そ
の
睦
峨
が
崩
御
し
た
と
き
、
両
統

迭
立
の
矛
盾
は
一
挙
に
表
面
化
す
る
が
、
そ
こ
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が

藤
原
良
一
房
で
あ
り
、
そ
の
外
甥
に
当
た
る
道
康
親
王
が
津
和
系
の
恒
貞
親
王
に
替
わ

っ
て
立
太
子
す
る
こ
と
で
次
代
の
外
戚
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
文
武
｜
清
和
の

皇
位
継
承
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
以
後
、
応
天
門
の
変
は
嫡
子

の
な
い
良
一
一
の
後
継
者
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て
、
清
和
に
娘
の
多
美
子
を
入
内
さ
せ
て

い
た
良
相
が
惟
仁
親
王
（
清
和
天
皇
）
の
藩
邸
の
臣
と
し
て
競
合
す
る
源
氏
の
失
脚

を
図
っ
た
こ
と
を
事
の
発
端
と
す
る
よ
う
に

B
、
貴
族
首
班
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て
政

争
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。

近
年
、
摂
関
期
の
国
母
の
政
治
的
役
割
を
強
調
す
る
研
究
も
多
い
が
、
基
本
的
に

そ
の
役
割
と
は
、
天
皇
に
関
す
る
こ
と
（
即
位
・
元
服
・
遷
宮
・
後
見
な
ど
）
を
除

け
ば
、
時
に
摂
関
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
一
族
を
長
老
格
と
し
て
束
ね
て
調

整
し
、
摂
政
・
前
摂
政
に
対
す
る
事
項
に
つ
い
て
幼
帝
や
摂
政
本
人
に
代
わ
っ
て
決

裁
す
る
も
の
で

av、
藤
原
氏
内
部
に
お
け
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
が
政
治
的
に
重

要
性
を
高
め
る
の
は
、
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
摂
関
の
地
位
が
権
力
闘
争
の
焦
点
と

な
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
藤
原
氏
で
は
な
い
が
、
太
皇
太
后
橘
嘉
智
子
の
支
持
を

得
て
承
和
の
変
が
断
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
摂
関
政
治
体
制
に
お
け
る
国
母
の
役
割
を

象
徴
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

「
摂
関
政
治
」
の
本
質
が
、
皇
位
継
承
と
連
動
し
て
確
定
す
る
貴
族
ト
ッ
プ
と
し

て
の
摂
聞
が
皇
位
を
擁
護
し
、
天
皇
の
政
務
を
補
弼
す
る
体
制
で
あ
る
な
ら
、
そ
の

内
実
は
天
皇
と
摂
関
が
各
々
の
存
在
に
相
互
に
依
存
し
合
っ
た
政
治
体
制
で
あ
る
。

そ
の
弱
点
が
、
平
穂
な
時
代
を
過
ぎ
、
社
会
が
行
き
詰
ま
り
を
み
せ
、
寺
社
轍
訴
な

ど
の
解
決
困
難
な
問
題
が
噴
出
し
て
く
る
こ
と
で
、
表
面
化
す
る
。
利
害
の
対
立
で

激
し
く
反
目
し
合
う
権
問
を
相
互
に
納
得
さ
せ
る
解
決
を
図
り
が
た
い
難
問
に
直
面

し
た
と
き
、
天
皇
の
補
佐
者
に
す
ぎ
な
い
摂
聞
は
責
任
を
取
り
き
れ
ず
最
終
的
な
判
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断
を
天
皇
に
委
ね
る
こ
と
が
描
唱
え
、
そ
う
し
た
摂
聞
に
頼
る
こ
と
な
く
全
て
を
優
越

す
る
立
場
か
ら
果
断
に
決
定
し
断
行
で
き
る
専
制
権
者
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
登

場
す
る
の
が
後
三
条
天
皇
で
あ
り
、
白
河
上
皇
以
下
の
院
政
で
あ
る

8
0
そ
し
て
、

院
政
が
展
開
す
る
な
か
で
、
国
家
権
力
の
根
源
で
あ
る
天
皇
は
、
政
治
的
に
傷
つ
く

恐
れ
を
抱
え
て
ま
で
自
ら
決
断
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
し
て
君
主
と
し
て
の
聖
性
が
純

粋
化
さ
れ
、
世
俗
的
な
権
力
は
ま
す
ま
す
院
に
集
中
し
て
い
く
。
院
は
、
譲
位
し
て

タ
ブ
l
・
マ
ギ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
な
立
場
に
立
ち
、
自
ら
の
意
士
山
で
天
皇
を

決
定
し
、
そ
の
父
権
と
元
天
皇
と
い
う
絶
対
的
な
権
威
を
背
景
に
、
専
制
的
な
権
力

を
振
る
っ
て
時
代
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。

聖
性
と
不
可
侵
性
と
を
求
め
ら
れ
る
国
家
秩
序
の
源
泉
と
し
て
の
天
皇
と
、
そ
こ

か
ら
解
放
さ
れ
て
世
俗
の
権
力
を
担
う
院
と
い
う
関
係
は
、
祇
園
御
霊
会
に
お
け
る

両
者
の
行
動
の
な
か
に
象
徴
的
か
つ
対
比
的
に
表
れ
て
い
る
。
院
政
期
以
降
、
天
皇

は
御
所
近
く
を
通
過
す
る
神
輿
を
避
け
、
御
霊
の
疫
気
に
触
れ
ぬ
よ
う
神
幸
路
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
へ
事
前
に
方
違
行
幸
す
る
の
が
慣
例
と
な
る
。
一
方
で
院
は
御
霊
会

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
神
輿
に
随
行
す
る
罵
長
を
諸
所
殿
上
人
に
調
進
さ
せ
て
祭
礼

に
華
麗
な
彩
り
を
与
え
る
事
実
上
の
主
催
者
と
な
り
、
天
皇
在
位
時
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
、
神
輿
の
霊
気
を
避
け
て
身
体
を
清
浄
に
保
つ
こ
と
な
ど
考
え
る
こ
と
な
く

雑
踏
の
神
幸
路
に
接
敷
を
構
え
、
他
の
貴
顕
と
も
ど
も
神
輿
渡
御
を
見
物
す
る
の
で

あ
る
B
。

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
院
政
と
い
う
政
治
形
態
が
定
着
し
て
い
く

た
め
、
摂
関
と
院
と
の
関
係
は
、
個
々
の
政
局
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
如
何
に

か
か
わ
ら
ず
、
院
の
絶
対
的
優
位
を
基
調
と
す
る
。
し
ば
し
ば
院
へ
の
対
抗
・
政
治

的
主
体
性
の
発
揮
と
し
て
描
か
れ
る
堀
河
天
皇
と
関
白
師
実
・
師
通
執
政
期
に
お
い

で
す
ら
、
師
実
の
太
政
大
臣
や
関
自
の
地
位
は
「
院
仰
」
に
よ
る
も
の
で
、
叙
位
・

除
自
に
お
い
て
も
院
と
内
裏
と
の
聞
を
使
者
が
往
返
し
て
院
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
て

い
て
、
後
に
「
任
人
折
紙
」
で
指
示
す
る
形
式
に
整
え
ら
れ
る
関
係
の
基
礎
は
す
で

に
存
在
し
た
し
、
天
皇
・
摂
関
が
充
分
に
裁
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
院
に
最

第 4号史人

終
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
た

5
0
天
皇
補
弼
の
臣
と
し
て
の
摂
聞
の
地
位
が
失
わ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
て
を
超
越
し
た
最
高
権
力
者
た
る
院
の
権
力
の
も
と
に
天

皇
・
摂
関
は
包
摂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

藤
氏
長
者
固
有
の
伝
世
品
と
し
て
そ
の
地
位
を
表
象
す
る
宇
治
の
平
等
院
経
蔵
に

納
め
ら
れ
た
宝
物
に
対
し
て
、
院
が
し
ば
し
ば
御
幸
し
て
開
扉
・
叡
覧
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
摂
関
家
と
院
の
ど
ち
ら
に
政
治
的
主
導
性
を
見
出
す
か
で
意
見
は
分

か
れ
て
い
る
が
、
私
見
で
は
や
は
り
、
摂
関
家
秘
蔵
の
専
有
物
を
院
が
特
別
に
叡
覧

す
る
儀
礼
の
な
か
に
、
院
権
力
に
摂
闘
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
象
徴
的
に
示
さ

れ
て
い
る
と
み
る

aE
ま
た
、
陣
定
で
は
天
皇
の
勅
裁
を
補
佐
す
る
立
場
に
立
ち
公

卿
の
審
議
に
は
加
わ
ら
な
い
摂
闘
が
、
御
前
定
や
院
御
所
議
定
と
い
っ
た
国
家
大
事

の
た
め
の
ブ
レ
ー
ン
会
議
に
お
い
て
は
指
名
を
受
け
た
他
の
公
卿
と
と
も
に
審
議
す

る
立
場
に
立
つ
（
最
終
判
断
の
諮
問
が
摂
関
一
人
で
は
な
く
複
数
公
卿
を
対
象
と
す

る
）
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

B
、
摂
関
が
天
皇
を
補
弼
し
て
政
治
を
主
導
す
る

唯
一
無
二
の
存
在
と
し
て
の
地
位
か
ら
後
退
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
た
専
制
的
院
政
の
権
力
の
根
源
が
皇
位
継
承
決
定
権
に
あ
る
な
ら
、
そ
の

終
駕
も
ま
た
皇
位
決
定
の
主
導
権
の
喪
失
に
求
め
ら
れ
、
承
久
の
乱
を
区
切
り
と
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
幕
府
の
勝
利
に
よ
っ
て
後
堀
河
天
皇
が
即
位
し
、
そ
の
子
の

四
条
天
皇
の
崩
御
に
よ
っ
て
系
統
が
断
絶
し
た
際
に
も
後
嵯
峨
天
皇
を
幕
府
が
擁
立

す
る
な
ど
、
幕
府
が
皇
位
継
承
を
擁
護
す
る
体
制
が
生
ま
れ
る

aE
鎌
倉
期
に
は
、

天
皇
の
交
替
に
と
も
な
っ
て
治
天
の
君
の
地
位
も
移
動
し
、
院
評
定
（
治
天
が
天
皇

の
場
合
は
鬼
間
議
定
）
な
ど
も
新
た
な
治
天
の
も
と
に
ス
ラ
イ
ド
す
る

B
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
治
天
の
地
位
・
権
限
を
め
ぐ
っ
て
朝
廷
内
で
深
刻
な
暴
力
的
政
争
が
引

き
起
こ
さ
れ
な
い
の
は
、
そ
の
地
位
を
擁
護
し
保
証
す
る
権
力
が
朝
廷
の
外
部
に
存

在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
が
皇
位
継
承
決
定
権
を
自
ら
欲
し
た
と

き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
幕
府
と
対
決
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
社
会
全
体
を
み

れ
ば
、
庶
子
家
が
惣
領
家
か
ら
分
出
し
な
が
ら
、
分
割
相
続
か
ら
単
独
相
続
へ
と
徐

々
に
移
行
さ
せ
て
互
い
に
所
領
を
集
約
し
よ
う
と
争
う
な
か
、
皇
統
も
持
明
院
統
と
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大
覚
寺
統
に
分
裂
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
散
し
て
い
た
所
領
を
「
惣
領
」
の
も
と
に

集
積
し
つ
つ
両
統
迭
立
の
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
状
況
下
、
文
保

の
和
談
に
よ
っ
て
皇
位
継
承
が
複
雑
さ
を
増
す
と
、
自
身
の
子
孫
に
皇
位
継
承
の
可

能
性
が
極
め
て
乏
し
い
後
醍
醐
天
皇
は
、
「
惣
領
」
の
地
位
を
得
て
そ
れ
を
子
孫
に
伝

え
る
べ
く
、
倒
幕
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

白
根
靖
大
氏
が
述
べ
る
院
伝
奏
や
院
評
定
・
関
東
申
次
な
ど
に
よ
っ
て
政
治
機
構

と
し
て
整
備
さ
れ
た
制
度
的
院
政
き
を
、
以
上
の
よ
う
な
外
部
の
存
在
（
幕
府
）
に

よ
っ
て
律
せ
ら
れ
た
院
権
力
の
制
度
化
と
と
ら
え
た
い
。

さ
て
、
摂
関
政
治
・
院
政
を
皇
位
継
承
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
か
ら
以
上
の
よ
う
に

把
握
し
た
う
え
で
、
再
び
朱
器
大
饗
に
立
ち
返
れ
ば
、
特
別
祝
さ
れ
た
そ
れ
は
全
く

専
制
的
院
政
の
時
期
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
息
＋
一
位
継
承
と
連
動
し
て
摂
関
の

地
位
に
就
い
た
貴
族
ト
ッ
プ
が
天
皇
を
補
佐
し
盛
り
立
て
る
特
別
な
役
劃
を
果
た
し

た
摂
関
政
治
体
制
が
機
能
不
全
と
な
り
、
院
権
力
の
も
と
に
包
察
さ
れ
た
摂
関
は
、

な
お
天
皇
補
弼
の
臣
と
し
て
一
般
政
務
に
当
た
っ
た
も
の
の
、
国
家
大
事
な
ど
の
裁

決
に
あ
っ
て
は
院
の
指
名
す
る
他
の
公
卿
と
同
列
の
存
在
と
な
る
。
そ
れ
ま
で
太
政

官
首
班
た
る
摂
関
の
み
が
行
っ
て
き
た
毎
年
正
月
の
大
饗
が
同
時
期
に
消
滅
し
て
大

饗
開
催
条
件
が
平
準
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
地
位
の
低
下
を
象
徴

的
に
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
一
方
で
外
戚
の
立
場
か
ら
分
離
し
た
摂

聞
の
地
位
は
、
師
実
や
忠
実
が
院
の
指
名
で
そ
の
地
位
に
つ
い
た
よ
う
に
、
院
権
カ

の
庇
護
の
も
と
で
御
堂
流
が
継
承
す
る
地
位
と
し
て
確
立
し
、
公
卿
最
上
位
の
家
格

と
し
て
の
摂
関
家
が
成
立
す
る
五
百
摂
関
・
藤
氏
長
者
の
正
月
大
饗
を
他
の
公
卿
の

そ
れ
と
は
異
な
る
特
別
な
も
の
と
し
て
認
識
し
よ
う
と
す
る
「
朱
器
大
饗
」
の
呼
称

の
登
場
も
、
こ
う
し
た
動
向
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

鎌
倉
期
の
朱
器
大
饗

鎌
倉
期
に
入
る
と
正
月
大
饗
全
般
が
消
滅
す
る
た
め
、

正
月
大
饗
の
一
種
で
あ
る

朱
器
大
饗
も
行
わ
れ
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
朱
器
大
饗
の
消
滅
は
摂
関
の
地
位
の

問
題
と
は
直
接
に
は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
鎌
倉
期
に
唯
一
行
わ
れ
た

ら
し
い
建
永
元
（
一
二

O
六
）
年
の
摂
政
良
経
の
朱
器
大
饗
は
、
建
仁
二
三
二

O

一
一
）
年
の
摂
政
・
藤
氏
長
者
就
任
か
ら
四
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
「
朱
器
大

饗
」
が
摂
政
就
任
の
翌
年
正
月
に
行
わ
れ
た
事
例
は
な
く
、
関
白
か
太
政
大
臣
に
限

ら
れ
る
の
で
、
前
年
四
月
に
す
で
に
辞
任
し
て
い
る
と
は
い
え
、
元
久
元
三
二

O

四
）
年
十
二
月
の
太
政
大
臣
就
任
を
受
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
鎌
倉
期

と
し
て
は
異
例
の
正
月
大
饗
に
は
、
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

良
経
は
建
久
七
（
一
一
九
六
）
年
の
政
変
に
お
け
る
父
兼
実
の
失
脚
に
よ
っ
て
雌

伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、
正
治
元
（
一
九
九
九
）
年
に
左
大
臣
に
任
じ
ら
れ

る
と
、
政
敵
の
源
通
親
が
死
去
し
た
建
仁
二
年
十
月
の
翌
十
一
月
に
内
覧
宣
旨
を
蒙

る
と
と
も
に
氏
長
者
の
地
位
も
継
承
し
、
十
二
月
に
摂
政
と
な
る
と
い
う
粁
余
曲
折

を
経
て
お
り
、
つ
い
で
元
久
元
年
に
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
中
御
門
京
極
殿

の
完
成
を
待
っ
て
、
翌
元
久
二
年
十
月
に
新
造
な
っ
た
同
殿
に
移
り
、
よ
う
や
く
満

を
持
し
て
朱
器
大
饗
を
執
り
行
う
こ
と
で
、
九
条
家
の
復
活
を
世
に
示
し
た
と
み
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
鎌
倉
期
に
は
す
で
に
正
月
大
饗
は
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
い
て
父
兼
実
も
朱
器
大
饗
を
行
つ
て
は
い
な
い
し
、
正
月
大
饗
を
前
に
し
て
そ
の

前
提
で
あ
る
は
ず
の
太
政
大
臣
の
職
を
辞
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
単
に

政
治
的
復
権
を
受
け
て
開
催
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
よ
り
強
い
動
機
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
巨
大
饗
の
給
仕
役
（
勧
盃
・
役
送
・
手
長
な
ど
）
は
、
殿
上
人
・

諸
大
夫
の
「
役
」
で
あ
り
、
各
大
臣
が
任
大
臣
大
饗
・
正
月
大
臣
大
饗
を
開
催
す
る

都
度
、
摂
関
が
こ
れ
を
催
し
て
大
饗
の
場
に
提
供
し
た
よ
う
だ
が
、
院
政
期
に
は
摂

聞
に
加
え
て
院
か
ら
も
指
示
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
A
E
E

こ
う
し
た
「
役
」
は
、

い
わ
ば
宮
廷
社
会
と
い
う
共
同
体
の
構
成
員
が
お
の
お
の
負
担
し
た
相
互
扶
助
的
な

奉
仕
で
あ
り
、
公
卿
・
殿
上
人
・
諸
大
夫
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
応
じ
て
勤
め

る
「
役
」
の
一
種
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
摂
関
の
催
し
で
動
員
さ
れ
る
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の
は
、
摂
闘
が
宮
廷
社
会
と
い
う
共
同
体
を
と
り
ま
と
め
て
主
催
す
る
立
場
に
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
そ
の
催
し
に
院
の
仰
せ
が
加
わ
る
の
も
、
摂
関
お
よ
び
そ

の
主
催
す
る
宮
廷
社
会
共
同
体
が
院
権
力
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。

こ
の
公
卿
・
殿
上
人
・
諸
大
夫
と
い
う
身
分
秩
序
か
ら
な
る
宮
廷
社
会
構
成
員
に
よ

る
年
頭
の
饗
宴
が
臨
時
客
で
あ
り
、
一
一
世
紀
以
降
は
そ
の
開
催
権
が
摂
関
に
集
約

さ
れ
て
い
た
が
、
白
河
院
の
勘
当
を
受
け
て
忠
実
が
宇
治
に
執
寓
居
し
て
か
ら
、
彼
が

鳥
羽
院
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
内
覧
に
復
帰
す
る
ま
で
の
一
三
年
間
は
、
新
た
に
摂
関

の
地
位
に
就
い
た
忠
通
が
院
の
意
向
を
慮
っ
て
、
一
度
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
さ
。
こ
れ
も
、
摂
関
が
主
催
す
る
宮
廷
貴
族
集
団
を
院
が
包
摂
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
院
の
合
意
な
く
し
て
大
臣
大
饗
を
実
施
す
る

こ
と
は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
り
、
鎌
倉
期
に
は
異
例
と
な
っ
て
い
た
正
月
大
饗
を

単
発
的
に
突
然
開
催
し
た
良
経
の
朱
器
大
饗
も
、
後
鳥
羽
院
の
合
意
の
も
と
に
実
施

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
こ
の
大
饗
は
、
後
鳥
羽
院
の
意
向
を
受
け

て
開
催
さ
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
わ
れ
る
。

こ
の
前
年
間
七
月
、
京
都
守
護
と
し
て
上
洛
し
て
い
た
平
賀
朝
雅
が
、
彼
の
妻
の

母
で
北
条
時
政
の
後
妻
で
あ
る
牧
方
の
首
謀
で
将
軍
実
朝
を
暗
殺
し
て
娘
婿
の
朝
雅

を
擁
立
し
よ
う
と
す
る
陰
謀
が
企
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
嫌
疑
に
よ
っ
て
在
京
武
士

に
よ
っ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
、
北
条
時
政
も
伊
豆
に
追
放
さ
れ
て
義
時
が
執
権
の

座
に
つ
く
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
朝
雅
は
後
鳥
羽
院
か
ら
厚
い
信
任
を
受
け
、
近

臣
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
人
物
で
も
あ
っ
た
（
習
後
鳥
羽
と
実
報
と
の
親
密
な
関
係

も
あ
っ
て
、
こ
れ
が
直
ち
に
反
幕
府
運
動
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
頃
か
ら
、
西
面
の
武
士
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
院
の
武
力
が
拡
充
さ
れ
始
め
、

幕
府
（
特
に
北
条
氏
で
あ
ろ
う
）
に
対
す
る
失
望
と
念
憩
も
徐
々
に
見
え
始
め
る
と

い
ゆ
え
さ
こ
う
し
た
動
向
の
な
か
、
専
制
的
院
権
力
の
も
と
で
貴
族
集
団
を
束
ね
る

摂
政
に
朱
器
大
饗
を
開
催
さ
せ
て
、
太
政
官
の
結
束
と
摂
関
家
の
権
威
の
昂
揚
を
図

る
こ
と
で
、
幕
府
の
動
向
を
脱
み
つ
つ
院
権
力
の
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た
の
が
、

良
経
の
朱
器
大
饗
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

第4号史人

そ
し
て
、
承
久
の
乱
で
専
制
的
院
政
が
終
鷲
を
迎
え
、
幕
府
に
よ
っ
て
皇
権
が
擁

護
さ
れ
る
体
制
に
移
行
す
る
と
、
後
鳥
羽
院
政
が
抱
い
た
よ
う
な
朝
廷
独
自
の
権
力

基
盤
形
成
の
動
機
は
薄
れ
、
再
び
朱
器
大
饗
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
藤
氏
長
者
が
行
う
正
月
大
饗
で
あ
る
「
朱
器
大
饗
」
に
つ
い

て
の
事
実
確
認
を
行
い
、
そ
れ
を
摂
関
政
治
体
制
か
ら
専
制
的
院
政
へ
の
政
治
構
造

の
変
化
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
。

藤
氏
長
者
が
行
う
正
月
大
饗
で
は
、
大
臣
大
饗
成
立
の
早
い
時
期
か
ら
朱
器
台
盤

が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
一
方
、
略
儀
的
性
格
を
持
つ
任
大
臣
大
饗
で
は

藤
氏
長
者
と
い
え
ど
も
朱
器
台
盤
を
使
用
し
な
い
と
い
う
の
が
、
摂
関
期
か
ら
院
政

期
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
慣
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
特
に
師
実
の
正
月
大
饗

か
ら
「
朱
器
大
饗
」
と
い
う
藤
氏
長
者
の
大
饗
を
特
別
視
す
る
表
現
が
登
場
す
る
の

は
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
太
政
官
首
班
と
し
て
摂
関
の
み
が
行
う
正
月
大
饗
が

消
滅
し
た
こ
と
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
摂
関
の
大
饗
と
他
の
公
卿
の
大
饗
と
を
差
異

化
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
専
制
的
院
政
の
も

と
に
政
治
的
に
包
摂
さ
れ
な
が
ら
も
、
天
皇
を
補
弼
し
て
宮
廷
社
会
の
貴
族
集
団
を

ま
と
め
主
催
す
る
と
い
う
従
前
か
ら
の
役
割
を
変
わ
ら
ず
担
い
、
院
の
庇
護
下
で
最

上
位
の
家
格
と
し
て
確
立
し
た
摂
関
家
の
権
威
を
意
識
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

鎌
倉
期
に
は
、
正
月
大
饗
そ
の
も
の
が
姿
を
消
す
た
め
、
朱
器
大
饗
も
行
わ
れ
な

く
な
る
が
、
例
外
的
に
行
わ
れ
た
建
永
元
（
一
二

O
六
）
年
の
良
経
の
朱
器
大
饗
は
、

建
久
七
年
の
政
変
で
一
時
失
墜
し
た
九
条
家
の
復
権
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、
牧
氏

の
変
を
受
け
た
朝
幕
関
係
の
な
か
で
、
院
権
力
の
基
盤
拡
充
を
図
る
後
鳥
羽
院
の
意

向
と
あ
い
ま
っ
て
開
催
さ
れ
た
特
例
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
承
久
の

乱
に
よ
っ
て
専
制
的
院
政
の
時
代
が
終
わ
る
と
、
そ
う
し
た
大
饗
を
実
施
さ
せ
よ
う

( 65) 



と
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
朱
器
大
饗
は
歴
史
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。

正
月
大
饗
の
消
滅
で
使
途
を
失
っ
た
朱
器
台
盤
は
、
そ
の
後
も
藤
氏
長
者
の
権
威

の
象
徴
と
し
て
代
替
わ
り
の
た
び
ご
と
に
朱
器
台
盤
渡
り
の
儀
が
行
わ
れ
続
け
て
い

て
、
表
1
に
一
示
す
通
り
正
応
二
（
一
二
八
九
）
年
ま
で
確
認
で
き
る
が
、
正
応
年
聞

を
最
後
に
慣
例
的
な
任
大
巨
大
饗
の
開
催
が
終
駕
を
迎
え
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

史
料
上
か
ら
姿
を
消
す
九
回
百
正
月
大
饗
の
た
め
の
配
膳
具
で
あ
る
朱
器
台
盤
は
、
大

臣
大
饗
の
歴
史
の
消
長
と
と
も
に
あ
っ
た
。

註

朱器大饗左様関（渡漫）

（1
）
『
九
州
史
学
』
一
五
六
、
二

O
一
O
年。

（2
）
『
史
人
』
三
、
二

O
一
一
年
。

（3
）
岩
井
隆
次
「
朱
器
台
盤
考
」
（
『
古
代
文
化
』
三
五
｜
二
、

下
、
岩
井
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
4
）
上
島
享
「
藤
原
道
長
と
院
政
」
（
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二

O
一
O
年
）
一
九
七

1
一
九
八
頁
。
以
下
、
上
島
氏
の
見
解
は
特

に
断
ら
な
い
限
り
こ
れ
に
よ
る
。

（
5
）
『
図
書
寮
叢
刊
九
条
家
本
除
目
抄
』
下
（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
九
二
年
1

年
代
比
定
は
同
「
解
題
」
に
よ
る
。

（6
）
『
図
書
寮
叢
刊
九
条
家
本
除
目
抄
』
下
「
解
題
」
。

（7
）
遠
藤
基
郎
「
大
巨
大
饗
の
非
公
家
沙
汰
諸
国
所
課
」
（
『
中
世
王
権
と
王
朝
儀

礼
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

O
O八
年
）
八
一

1
八
二
頁
。
な
お
、
遠
藤
氏
が
当

該
事
例
を
保
元
三
年
と
す
る
の
は
誤
り
。

（8
）
河
内
祥
輔
「
後
三
条
・
白
河
『
院
政
』
の
一
考
察
」
（
『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕

府
体
制
』
吉
川
弘
文
館
、
初
出
は
一
九
九
二
年
）
、
下
向
井
龍
彦
『
日
本
の
歴
史
仰

武
士
の
成
長
と
院
政
』
（
講
談
社
、
二

O
O
一年）。

（9
）
河
内
祥
輸
「
朝
廷
・
幕
府
体
制
の
成
立
と
構
造
」
（
『
比
較
歴
史
学
大
系
I
主
権

一
九
八
三
年
）
。
以

の
コ
ス
モ
ロ
ジ

l
』
弘
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
五

O
貰。

（
叩
）
河
内
祥
輔
「
奈
良
時
代
後
期
政
治
史
の
基
調
」
（
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇

制
の
論
理
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
一
三
二

1
一
三
七
頁
。

（
日
）
佐
伯
有
清
『
伴
善
男
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

O
年
）
、
拙
稿
「
藤
原
元
利
万

侶
と
新
羅
の
『
通
謀
』
」
（
『
史
学
研
究
』
二
五
八
、
二

O
O七
年
）
二
三

1
二
五
頁
。

（
口
）
古
瀬
奈
津
子
「
摂
関
政
治
成
立
の
歴
史
的
意
義
｜
摂
関
政
治
と
母
后
｜
」
（
『
日

本
史
研
究
』
四
六
三
、
二

O
O
一
年
）
。
な
お
、
女
性
の
役
割
を
強
調
し
よ
う
と
す

る
あ
ま
り
過
大
評
価
に
陥
り
や
す
い
な
か
に
あ
っ
て
、
古
瀬
氏
の
考
察
は
母
后
の

権
限
を
か
な
り
禁
欲
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
好
論
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お

人
事
へ
の
関
与
を
強
調
す
る
見
解
は
疑
問
で
あ
り
、
根
拠
と
さ
れ
た
事
例
は
年
給

の
申
請
や
人
事
権
者
へ
の
働
き
か
け
に
す
ぎ
な
い
。
年
給
の
申
請
は
朝
廷
か
ら
給

付
と
し
て
与
え
ら
れ
た
権
利
の
行
使
で
あ
り
権
限
で
は
な
い
し
、
人
事
の
口
入
も

む
し
ろ
人
事
を
決
定
す
る
権
限
を
持
た
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
人
事
権

が
あ
る
な
ら
そ
の
権
限
で
自
ら
任
命
す
れ
ば
よ
く
、
他
者
に
働
き
か
け
る
必
要
な

ど
な
い
。
「
関
与
」
な
ど
と
い
う
竣
昧
な
表
現
は
誤
魔
化
し
に
し
か
な
ら
な
い
の
で

使
用
す
べ
き
で
は
な
い
（
何
ら
か
の
形
で
人
事
に
「
関
与
」
す
る
こ
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
政
治
主
体
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
）
。

（
日
）
坂
本
賞
三
『
藤
原
頼
通
の
時
代
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）
。

（M
）
五
味
文
彦
「
馬
長
と
馬
上
」
〈
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八

四
年
）
、
脇
田
晴
子
『
中
世
京
都
と
祇
園
祭
』
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
。

な
お
、
福
虞
睦
城
氏
は
、
天
皇
が
神
幸
路
を
避
け
て
行
幸
す
る
理
由
を
雑
踏
の
回

避
と
す
る
（
「
祇
園
御
霊
会
と
行
幸
ー
な
ぜ
天
皇
は
神
輿
を
避
け
る
の
か
！
」

〔
『
史
観
』
一
四
六
、
二

O
O
二
年
〕
）
。
し
か
し
、
根
拠
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事

例
の
う
ち
、
『
殿
暦
』
永
久
五
（
一
一
一
七
）
年
六
月
十
三
日
条
「
今
日
依
二
御
方

違
一
行
コ
幸
白
河
＼
依
一
－
明
日
祇
園
御
霊
会
一
無
－
一
還
御
一
、
是
御
所
南
ヲ
下
人
狼
蒋

一
一
波
故
也
」
は
、
御
霊
会
の
神
輿
を
避
け
た
行
幸
で
は
な
い
。
前
後
の
記
事
に
は

約一

0
日
間
隔
で
方
違
行
幸
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
も
そ
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の
一
つ
だ
か
ら
、
陰
陽
道
の
方
違
で
あ
り
、
翌
日
還
御
す
べ
き
と
こ
ろ
、
祭
礼
の

雑
踏
の
た
め
に
還
御
を
延
期
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、
『
中
右
記
』
長
承

三
（
一
二
二
四
）
年
六
月
六
日
条
や
『
玉
葉
』
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
六
月
十

四
日
条
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
雑
人
に
よ
る
陣
頭
の
騎
馬
往
反
は
、
御
所
に
残
さ

れ
る
内
侍
所
（
神
鏡
）
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
天
皇
、
が
行
幸
す
る
理

由
で
は
な
い
。
わ
ず
か
な
期
間
の
行
幸
に
は
本
来
必
要
の
な
い
内
侍
所
を
随
伴
す

る
理
由
で
あ
る
。
行
幸
を
御
霊
回
避
と
す
る
な
ら
祇
園
社
行
幸
は
そ
の
御
霊
に
会

い
に
行
く
こ
と
に
な
り
不
可
解
と
す
る
が
、
神
社
行
幸
で
天
皇
は
決
し
て
神
域
に

入
る
こ
と
な
く
、
鳥
居
の
外
か
ら
奉
幣
使
を
派
遣
す
る
だ
け
だ
か
ら
（
嵯
峨
井
建

「
社
寺
行
幸
と
天
皇
の
儀
礼
空
間
」
〔
今
谷
明
編
『
王
権
と
神
祇
』
思
文
閣
出
版
、

二
O
O
二
年
〕
）
、
霊
気
に
触
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
奇
と
す
る
必
要
は
な
い
。

福
田
県
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
応
徳
元
（
一

O
八
四
）
年
の
白
河
天
皇
の
行
幸

が
初
見
で
あ
る
な
ら
、
確
か
に
同
年
の
中
宮
の
死
去
を
契
機
に
神
幸
路
回
避
が
始

ま
る
と
さ
れ
て
き
た
の
は
誤
り
だ
が
、
祇
園
御
霊
会
に
お
け
る
天
皇
の
行
幸
が

「
方
違
行
幸
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
重
要
で
、
や
は
り
単
な
る
雑
踏
回
避
で
は
な

く
、
陰
陽
神
と
同
様
に
神
の
忌
を
避
け
る
た
め
の
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
日
）
今
正
秀
「
院
政
期
国
家
論
の
再
構
築
に
む
け
て

l
主
朝
国
家
体
制
論
の
視
角
か

ら
i
」
（
『
史
学
研
究
』
一
九
二
、
一
九
九
一
年
）
一
一
一

1
一
八
頁
。

近
年
の
摂
関
政
治
・
院
政
の
研
究
は
、
例
え
ば
上
島
前
掲
註
四
著
書
の
よ
う
に
、

主
と
し
て
政
治
主
体
の
欲
す
る
権
力
へ
の
志
向
性
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
、
国
家
統

治
や
政
権
内
で
負
う
役
割
と
い
う
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
政
治
権
力
を
集
団
と

し
て
捉
え
る
「
政
権
」
と
い
う
言
葉
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く
な
り
「
王
権
」

と
い
う
権
力
の
核
の
部
分
に
特
化
し
た
一
言
葉
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
も
、
こ

の
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
同
）
院
の
主
導
性
を
指
摘
す
る
も
の
に
横
内
裕
人
「
宇
治
と
王
権

l
『
憂
し
宇
治
』

の
実
像
｜
」
（
院
政
期
文
化
研
究
会
編
『
院
政
期
文
化
論
集
三
時
間
と
空
間
』
森

話
社
、
二

O
O三
年
）
が
あ
り
、
摂
聞
の
主
導
性
を
強
調
す
る
も
の
に
末
松
剛

第 4号史人

「
儀
式
・
先
例
か
ら
み
た
藤
原
頼
通
」
（
『
平
安
宮
廷
の
儀
礼
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、

二
O
一
O
年
、
初
出
は
二

O
O四
年
）
が
あ
る
。
尻
池
由
佳
氏
が
指
摘
す
る
藤
氏

長
者
の
「
宇
治
入
り
」
に
お
け
る
宝
物
開
検
の
も
つ
秘
儀
性
と
氏
長
者
継
承
の
自

己
確
証
、
外
部
へ
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
な
い
藤
原
氏
内
部
に
向
い
た
性
格
か
ら
す
れ

ば
（
「
儀
礼
構
成
と
準
備
運
営
か
ら
み
た
『
宇
治
入
り
』
」
〔
『
古
代
文
化
』
六
一
二
l
l

三
、
二

O
一
一
年
〕
）
、
そ
の
宝
物
の
秘
蔵
性
と
は
裏
腹
に
第
三
者
で
あ
り
な
が
ら

閲
覧
す
る
院
の
立
場
は
、
本
文
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
打
）
坂
本
賞
三
「
『
御
前
定
』
の
出
現
と
そ
の
背
景
｜
院
政
へ
の
道
程
｜
」
（
『
史
学

研
究
』
一
八
六
、
一
九
九

O
年
）
、
美
川
圭
「
公
卿
議
定
制
か
ら
見
る
院
政
の
成

立
」
（
『
院
政
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）
。

（
同
）
河
内
前
掲
註
八
著
書
。

（
円
）
美
川
圭
『
院
政
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二

O
O六
年
）
二
四
八

1
二
四
九
頁
。

（
却
）
白
根
靖
大
『
中
世
の
王
朝
社
会
と
院
政
』
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
O年）。

（
幻
）
『
季
仲
卿
記
』
寛
治
四
（
一

O
九
O
）
年
十
二
月
廿
日
条
（
師
実
）
、
『
殿
暦
』

嘉
承
二
（
一
一

O
七
）
年
七
月
十
九
日
条
（
忠
実
）
。
橋
本
義
彦
「
貴
族
政
権
の
政

治
構
造
」
（
『
平
安
貴
族
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
初
出
は
一
九
七
六
年
）
一

O

八
1
一
O
九
頁
。

（
泣
）
『
永
昌
記
』
保
安
三
（
一
二
一
二
）
年
十
二
月
十
七
日
条
、
『
中
右
記
』
天
承
元

（
一
一
三
二
年
十
二
月
廿
二
日
条
、
拙
稿
①
八
六

i
八
七
頁
。

（
お
）
『
中
右
記
』
長
承
二
〔
一
二
二
三
〕
年
正
月
三
日
条
、
拙
稿
①
九

0
・
九
六
頁
。

（M
）
美
川
前
掲
註
一
九
著
書
一
一
一
一
一

1
一
＝
三
頁
。

（
お
）
石
井
進
『
日
本
の
歴
史
7
鎌
倉
幕
府
』
〈
中
公
文
庫
〉
（
中
央
公
論
新
社
、
二

O

O
四
年
、
初
出
は
一
九
七
四
年
）
三
八
九

1
三
九
二
頁
。

（
却
）
拙
稿
②
二
一
頁
。
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